
Teamsで使えるアプリ

AIアシスタント“researcHR（リサーチャー）”

チームの知見や状況を「収集・分析・可視化」
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対面コミュニケーションの減少に伴う課題

カオナビ社 リモートワーク実態調査レポート３より

現場のメンバー・上司双方に
「周囲の動向・状況を知る」課題/ニーズが顕在化
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システム運用における課題

システム運用面では
データ入力・更新や活用に大きな障壁が存在

「タレントマネジメントシステム」の導入後、直面した課題 「タレントマネジメントシステム」導入で効果を実感した項目

✓新しいシステムにログインされない
✓データが入力・更新されない
✓データをわざわざ見に行かず、活用されない
✓データ形式がそろっておらず、探し出せない
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解決方針とプロダクト思想

受け身でも
入力できる環境

普段の業務に
役立つ運用

自然と集まった
データを

分析＆可視化

現場メンバーの「日常の情報共有」の役に立ちつつ
集約されたデータを分析してマネジメントにも活用することが出来ます
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researcHR(リサーチャー）が提供できる価値

コンディション把握
生産性の向上

組織活性化
会議の削減

デジタル上での
情報共有を自動化

コンディションを
定量/定性で分析

➢

➢

➢

➢

➢

➢

AIがチームの知見や状況を「収集・分析・可視化」することで

データを起点とした新しいマネジメントの形を実現します
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researcHR(リサーチャー）機能紹介:入力

ログイン不要で利用開始。チャット上からそのまま情報を入力・保存
AIの呼びかけがある為、アクションしやすい仕組み

指定したメンバーにチャットで
AIが回答を依頼

メンバーはチャット上からそのまま情報を入力・保存



© 2021 KBE, Inc. 7

researcHR(リサーチャー）機能紹介:閲覧

回答はチャット上で閲覧。見に行かずとも自然と情報が目に入る

回答はTwitterライクにタイムライン化 部署フィルターやコメント・スタンプもチャット完結
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researcHR(リサーチャー）機能紹介:検索

データは全てストックされ、あとから検索可能
知りたい情報・担当者を一発で探し出せる
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researcHR(リサーチャー）機能紹介:分析

データ分析により、メンバーのコンディションを把握
自動検知・フィードバック機能も
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スコアの算出を支える技術

独自のAI技術を用いて「不定形の文章から」
コンディションやスキル情報を定量的にスコアリング

ネガポジ
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振り返りレポートのサンプル

月1回の定例振り返りを通して
貴社データのレポーティングとコンサルティングを実施

主観と客観のすり合わせをしながら課題を整理
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researcHR(リサーチャー）比較表

チャット・メール システム・社内ポータル

入力 ◎
チャットから直接入力可

○
ハードルが高い

△
ログイン・ユーザーの移動が必要

閲覧 ◎
チャットからフィルターして閲覧

○
必要な情報だけフィルターできない

△
ログイン・ユーザーの移動が必要

検索 ◎
情報ストックあいまい検索も対応

△
別情報と混ざってしまうため煩雑

○

分析 ◎
利用状況からエンゲージメント算出

△
分析には向かない

○

チャットとシステムのいいとこ取りで
情報共有の促進と分析を行います
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お客様事例①

気軽にチャットでWho’s whoを共有が出来る仕組みを作り
ヨコの接点強化、アクティビティ100倍の実現

＜背景＞
➢ キャリア採用者やグループ間の異動者が多く、所属員同士が過去の「担当職務・経験・スキルを見える化」

するWho’s Whoの様な仕組みをITを使って導入できないかと考えていた。
➢ ITツールを探していた中で既に導入済みのTeamsと連携しているという点に魅力を感じresearcHRを選定。
➢ 雑談・相談チャンネルは存在していたがほぼ機能していなかった。もともと内容が固まってから文書化する

文化であり、1-2週間に1回投稿があるかないかという状態だった。

＜活用の効果＞
➢ researcHR(Teamsアプリ)導入をきっかけに、週に1回カジュアルにチャット上で情報共有する文化を醸成
➢ メンバーの9割以上が週に1回以上発言し、閲覧数やいいね数などのアクティビティも想定値を大きく上り

（導入前と比較して100倍以上）、チームのコミュニケーションが活性化
➢ 本部長も積極的に参加するなど、業務に関するカジュアルなQ&Aが飛び交う文化を実現

＜成功のポイント・お客様の声＞
➢ まずは何でも投稿していいことを印象つけるためプライベートな内容を中心に運用を始めた。カジュアルな

発信の文化が形成できたタイミングで、徐々に業務に関する悩みや課題なども含めるように運用を設計した
➢ メンバーには「キャリア採用者・グループ間の異動者」のフォローアップ施策として協力を仰いだところ、

アクティビティも想定を大きく上回る結果となった
➢ 現在は利用データを活用し「チームの活性化状況」や「メンバーのコンディション」を数値化し改善する取

り組みも実施中(※)

＜お客様プロフィール＞

➢ 総合商社

➢ 従業員数：約10万名(連結)

➢ 新規事業を担当する部署＋有志の

数部署にて導入後、社内展開予定
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お客様事例②

新人フォロー実施（メンター制度）を仕組化・オープン化
メンバー同士の交流が10倍以上に

＜お客様プロフィール＞

➢ クラウド人事管理システム

➢ 従業員数：約200名

➢ 人事部主導で導入

＜背景＞

➢ 新入社員・異動者に対して、メンター制度を実施していたが、やり方は各々でバラバラだった

➢ 新人がエクセルや自社システムに週報を入れるルールだったが、メンター以外は誰も見に行かず

ブラックボックス化し、結果新人と他メンバーとの交流も起こりにくい状況だった

＜活用の効果＞

➢ メンターに依存せず、フォーマットを揃えて仕組み化

➢ オープン化したことでメンター以外からのレスポンスも増え、一気に部署全体と交流できる仕組みとなった

＜成功のポイント・お客様の声＞

➢ 入社後3ヶ月間は週に一回回答するという人事制度化したため、回答率はほぼ100％

➢ チャット上で閲覧できるため、メンター以外もわざわざ見に行く必要がないのがいい

➢ 入社後フォロー施策として、予約機能を活用して定期的にインタビューを実施する仕組みも検討中
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お客様事例③

データを元にメンバーのコンディションを把握
休職・退職検知や適切な業務配分の決定に活かした

＜背景＞

➢ リモートワーク導入もあり業務や精面での負荷がかかってしまい、休職や退職が増加。

➢ 人事から現場へ1on1を強化するように通達があったが、その中身はマチマチで管理職の力量に大きく依存。

➢ もともと組織的に縦のつながりに依存しており、横のコミュニケーションには期待できない状態。

＜活用の効果＞

➢ researcHR(Teamsアプリ)導入をきっかけに、週に1回カジュアルにチャット上で情報共有する文化を醸成

➢ 上記の投稿内容から、発言量・内容のネガポジ・業務負荷などをデータ分析し数値化

➢ 月に一度、データ分析結果の読み合わせを実施し「誰を・どのタイミングで・どんな内容で」対策するかを

決める仕組みを構築

＜成功のポイント・お客様の声＞

➢ 当初は目安として運用していたデータ分析だが、2ヶ月連続で数値が低い社員が実際に休職となった。

それ以降、1ヶ月でも数値が低い人には必ずアクションするように取り組んだ。

➢ 発言量は多いが内容が実はネガティブになりつつある、など人間が見逃しやすいデータに特に注視している

➢ 今までの経歴や月毎の業務内容との比較をして、業務負荷を可視化し、高いメンバーから低いメンバーへと

業務調整する、という取り組みも始まった

＜お客様プロフィール＞

➢ 株式会社リコー様

➢ 製造業・メーカー

➢ 従業員数：81,184名(連結)

➢ DX価値創造室(新規事業開発室)

にて導入後、複数部署へと展開

中
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researcHR(リサーチャー）でご一緒したいこと

知見の共有や組織活性だけに留まらず
データを起点とした新しいマネジメントの実現を目指します

マネジメントのプロセス例

情報共有・進捗確認 コンディション把握 情報検索 評価・フィードバック

アナログ中心

デジタル中心

対面が起点

デジタルが起点
対面で補足

朝礼やMTGで問いかけ

チャットからの発信を起点
対面で補足

1on1や対面で把握

データから自動検知 データから検索 データを元にフィードバック

人伝て記憶をたどる マネジメントの記憶に依存

16
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researcHR(リサーチャー）導入までのスケジュール

初期設定なども弊社にお任せください
貴社の状況に合わせ、データ項目からAIの挙動までご提案させていただきます

初回お打ち合わせ 初期設定(弊社担当) 初期運用・調整 本運用・サポート

ご利用意図や現行のマネ
ジメント方法など、貴社
の状況をヒアリングさせ
ていただきます。

貴社状況に応じて、人事AI
の初期調整を行います。
弊社担当にすべてお任せく
ださい。

貴社Teamsに導入し、実際
に運用いただきながら、AI
の挙動や既存施策との調整
を行います。

必要に応じて調整を行った後、
本運用開始となります。
随時運用および設定をサポー
トさせていただきます。

導入準備：2週間～1ヵ月 初期調整：1ヵ月間
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会社概要 (APPENDIX)

東工大発のHR techベンチャーです

社名 KBE株式会社 / KBE, Inc.

本社 東京都渋谷区恵比寿西1-33-6 1F

設立 2018年2月22日

資本金 6,880万円

事業内容 人事AIアシスタント researcHR(リサーチャー) の開発・運営

メンバー 10名（東工大卒4名、高専卒4名）

調達・実績

2020年2月 みらい創造機構(東工大関連VC)よりシード調達

2020年7月 東工大発ベンチャー称号認定

2020年9月 デロイトトーマツベンチャーサポート「Morning Pitch」働き方改革特集 登壇

2020年10月 リコーアクセラレータープログラム「TRIBUS(トライバス)2020」優秀賞

2021年7月 富士通アクセラレータープログラム採択

※HR：Human Resources＝人的資源に関する業務
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直近のメディア掲載など (APPENDIX)

2月にMicrosoft Teams版リリース。
日本マイクロソフト様よりコメントおよび日経新聞に掲載

2021.03 Microsoft Teamsとの連携に関するプレスリリースを配信
（日本マイクロソフト様からの公式コメント付き）

2021.03 日経新聞に掲載
「KBE、社員の状況アプリで共有 Teamsに対応」
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直近のメディア掲載など (APPENDIX)

Microsoft公式のTeamsソリューションカタログにも掲載。
人事カテゴリでは唯一
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セキュリティについて（APPENDIX)

よくある質問

チャットのやり取りを全て勝手に
解析するということですか？

いいえ。researchrの入力欄に記入いただいた情報のみが保存
され、それ以外のデータに関しては一切閲覧しておりません。

データの保存先・セキュリティ
はどうなっていますか？

弊社が管理しているAWSに保管し、全ての通信・データは暗号
化しております。その他詳細はセキュリティシートをご用意し
ておりますので、ご希望の際にはお問い合わせください。

データの閲覧・権限を制御できますか？

はい。指定いただいた部署にのみ導入し、特定の方だけを対象
・管理者にする等の制御が可能です。


